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１．研究種目名　　　

  女子学生を対象とした食行動異常発現・維持の要因分析と予防教育法の開発

15K04152  基盤研究(C)（一般）

　本研究では，増加の一途を辿る摂食障害（食行動異常）の発現・維持について，本研究課題では，その心理的メカニズムを検討するとともに，予防的心理教育
プログラムの開発を行った。 
　昨年度は，特に他者評価不満を起点とした，摂食障害（食行動異常）の発現・維持に係る心理的メカニズムを想定し，実証的に検討するとともに，同心理的メ
カニズムについてモデルを構築するとともに，本モデルを土台に予防的心理教育プログラムの構成を検討した。 
　先に構築したモデルでは，身体に関する他者評価への懸念が痩身願望へとつながり，その結果として，摂食障害臨床症状に類似する食行動が発現することを提
唱した。こうしたことから，摂食障害予防に際して，他者評価懸念に対するアプローチが奏功すると考えられる。 
　以上から，今年度は，摂食障害予防に係る基礎研究を行うとともに，主として対人関係療法の要素を取り入れた摂食障害予防のための心理教育プログラムを開
発した。 
　今年度実施した基礎研究では，特に女性と男性との食行動異常発現プロセスを比較することにより，性差を踏まえた予防的支援の可能性について検討した。ま
た，より実践的な摂食障害予防のための心理教育プログラムでは，対人関係療法においてテーマとなる「悲哀」「対人関係上の役割をめぐる不和」「役割の変
化」「対人関係の欠如」を扱うためのワークブックを作成した。今後，ワークブックを用いた介入効果の実証的検討が必要になるものの，現代女子学生を対象と
した予防的支援に適用可能性が高いツールの一部を開発した。
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